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3324-3329， 1985. 
10 ) Hattori M.， Shu Y.之.， Shimizu M.， Ha­
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1 1 )  難波恒雄， 御影雅幸， 小松かつ子 í地膚子」
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18 ) 林 俊清， 難波恒雄 : 台 湾産生薬資源の開発
研究( 第 2 報 ) ， 芝 香の生薬学的研究(1 )本草学的考察
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富森 毅 : ネ パー ル薬物の研究( 第 7 報 ) ， eρhadra 
gerardiana の生育環境の違 い に よ る 形態 な ら びに 成
分変化. 日 本薬学会105年会， 1985， 4 ， 金沢.
4) 富森 毅， 宮ー諭起範， 井本吉隆， 木津治久，
難波恒雄 : ネパール薬物の研究( 第 6 報) ， Scutellaria 
discolor の フ ラ ボ ノ イ ド 成分に つ い て そ の 2 . 日
本薬学会105年会， 1985， 4 ， 金沢.
5) 尾崎由紀子， 難波恒雄， 服部征雄， 鏡森定信 :
生薬に よ る ヒ ト リ ン パ球活性作用 の検討. 日 本薬学
会105年会， 1985， 4 ， 金沢.
6) 垣内信子， 服部征雄， 難波恒雄， 山岸 喬，
西沢 信， 奥 田 拓 男 : 逆転写酵素 阻害活性 を 有す る
生薬成分の研究(1)， タ ン ニ ン 類の逆転写酵素 阻害，
日 本薬学会105年会， 1985， 4 ， 金沢.
7) 赤尾光昭， 壬生京子， 小橋恭一， 服部征雄，
難波恒雄 : ヒ ト 腸 内細菌に よ る 大黄成分の代謝， 還
元型 フ ラ ビ ン に よ る セ ニ ジ ン の還元開裂. 日 本薬学
会105年会， 1985， 4 ， 金沢.
8) 赤尾泰子， 赤尾光昭， 小橋恭一， 服部征雄，
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10 ) 斉藤啓子， 難波恒雄， 服部征雄， 場家憲次 :
ア ユ ルベー ダ薬物に よ る ウ 蝕予防に 関す る 研究(ID，
W elmi， Wel・embilla の 抗 プ ラ ー ク 作用 に つ い て .
日 本薬学会105年会， 1985， 4 ， 金沢.
11 ) 釘 躍 中 ， 服部征雄， 難波恒雄， 小橋恭一 :
腸 内 細菌 に よ る 和 漢薬成分の代謝( 第 9 報) ， 腸 内 細
菌 に よ る 有薬成分 paeoniflorin 及ぴ albiflorin の代
謝. 日 本薬学会105年会， 1985， 4 ， 金沢.
12 ) Sumitra Hada， 針 躍 中， 垣内信子， 服部
征雄， 難波恒雄 : アユ ルベー 夕、、薬物に よ る ウ 蝕予防
に 関す る 研究(皿)， WASAWASHI の抗プラ ー ク 作用
に つ い て . 日 本 生 薬 学 会 第 32 回年会， 1985， 10， 
岡 山 .
13 ) 垣内信子， 服部征雄， 難波恒雄， 石井 永 :
べ ン ゾフ ェ ナ ン ス リ ジ ン ア ル カ ロ イ ド類の逆転写酵
素反応への 阻害効果に つ い て . 日 本生薬学会第32回
年会， 1985， 10， 岡 山 .
14 ) 富森 毅， 宮ー諭起範 井本吉隆， 難波恒雄 :
ネ パー ル 薬物の研究 ( 第 8 報 ) ， Scutellaria discolor 
の フ ラ ボ ノ イ ド 成分に つ い て そ の 3 . 日 本生薬学
会第32回年会， 1985， 10， 岡 山 .
15 ) 難波恒雄， 松繁克也 森 田 俊信， 田 中 治 :
Nepal 産 Panax 属植物のサポニ ン 組成の特異性 に つ
い て . 日 本生薬学会第32 回年会， 1985， 10， 岡 山 .
16 ) 難波恒雄， 朴 鍾喜， 御影雅幸 : 韓国産生薬
の研究( 第 4 報) ， 民間薬 「漆皮 Och N a Mu Ggeob 
]ilJ について. 日 本生薬学会第32 回年会， 1985， 10， 
岡 山 .
17) 御影雅幸， 難波恒雄， 畢 培蟻， 容方三塁，
張 雄謀 : 側 柏 葉 の 生 薬学的研究( 第 5 報) ， Podo­
car戸{，s 属植物に 由 来す る 商品 に つ い て . 日 本生薬学
会第32回年会， 1985， 10， 岡 山 .
18 ) 難波恒雄， Upali Pilapitiya， 高野昭人， 御
影雅幸， 垣内信子 : ス リ ラ ン カ に お け る 天然薬物資
源 の研究 ( 第 2 報) ， KALANDURU の内部形態. 日
本生薬学会第32回年会， 1985， 10， 岡 山 .
19) 難波恒雄， 御影雅幸， 蒸 少青， 田 中 治，
楼 之ヰ : 人参葉の生薬学的研究(1) . 日 本生薬学会
第32固年会， 1985， . 10， 岡 山 .
20 ) 難波恒雄 : 富山売薬の成立 と 和漢薬研究. 農
薬科学 シ ン ポ ジ ウ ム 第18 回， 1985， 10， 富 山 .
21 ) Upali Pilapitiya : The Panchakarma 
Treatment. ア ー ユ ル ヴェ ー ダ研究会第 7 回研究総
会， 1985， 10， 富 山 .
22 ) 田 沢賢次， 霜 田 光義， Upali Pilapitiya， 難
波恒雄， 藤巻雅夫， 村井忠 司 : 旺 門疾患， 特に痔凄
に お け る Ayurvedic Treatment の 経験 . ア ー ユ ル
ヴFエ ー ダ研究会第 7 回研究総会， 1985， 10， 富 山 .
23 ) 難波i虫色 服音防正雄， 御影雅幸， IJ怯かつ子 :
チベ ッ ト 薬物に お け る 周辺伝統医療の影響. ア 一ユ
ルヴ、エ 一夕
24) 服部征雄， 経塚真真;砂否砂少， 御影雅幸， 難波恒雄 :
Chewing Stick と ウ 蝕予 防につい て . ア ーユルヴェ
ー ダ研究会第 7 回研究総会， 1985， 10， 富 山 .
25 ) Upali Pilapitiya : Principles of Ayurvedic 
Treatment. ア ー ユ ル ヴェ ー ダ研究会第 7 回研究総
会， 1985， 10， 富 山 .
26 ) 馬 永華， 葉 橘泉， 難波恒雄 : 食養 中 薬
蜜源花粉の 中 国 に お け る 研究 と 開発. 日 本東洋医学
会北陸支部学術総会， 1985， 11， 石川 .
27 ) 垣内信子， 服部征雄， ス ミ ト ラ ・ ハ ダ， 難波
恒雄 : LC-MS の最近の応用例 について . 第 4 回 北
陸質量分析談話会， 1985， 11 ， 富 山 .
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